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衆
議
院
議
員
松
原
仁
君
提
出
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時
代
を
見
据
え
た
食
料
安
保
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

令
和
元
年
度
の
食
料
自
給
率
は
、
供
給
熱
量
ベ
ー
ス
で
三
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
生
産
額
ベ
ー
ス
で
六
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
て
い
る
。
食
料
の
安
定
供
給
を
将
来
に
わ
た
っ
て
確
保
し
て
い
く
こ
と
は
、
国
民
に
対
す
る
国
家
の
最
も
基
本
的
な
責

務
で
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
な
ど
、
食
料
の
安
定
供
給
を
脅
か
す
リ
ス
ク
も
多
様
化
す
る
中
で
、

政
府
と
し
て
は
、
国
内
の
農
業
生
産
の
増
大
を
図
り
、
食
料
自
給
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
六
号
）
第
十
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
本
年
三
月
に
変
更
さ

れ
た
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
に
お
い
て
、
食
料
自
給
率
を
令
和
十
二
年
度
に
供
給
熱
量
ベ
ー
ス
で
四
十
五
パ
ー
セ
ン

ト
、
生
産
額
ベ
ー
ス
で
七
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
上
げ
る
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
政
府
と
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
も

踏
ま
え
、
国
産
農
産
物
の
消
費
拡
大
運
動
等
に
よ
る
内
需
の
喚
起
、
加
工
食
品
や
外
食
・
中
食
向
け
原
料
の
国
産
へ
の
切
替

え
等
の
対
策
を
緊
急
的
に
講
じ
て
い
る
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
下
で
の
新
し
い
生
活
様
式
に
よ
る
需



 

２ 

 

要
の
変
化
に
も
対
応
し
た
生
産
基
盤
や
フ
ー
ド
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
化
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。 


